
見つけて欲しい生きものの一例

探検隊員
大募集！！

身近な生きもの
を探してみよう！

問合せ先　環境政策課水と緑の係　☎03-3430-1298

市民の皆さんが主役となって市内の生きものを調べる「こまえ生きもの探検隊」を６月１日より実施します。
令和３年度に行ったこまえ生きもの探検隊では、822件もの生きもの情報が寄せられました！
どなたでもお気軽にご参加いただけるので、ぜひ身近な生きものを見つけて教えてくださいね。　　　

実施期間：令和５年６月１日 (木 ) から９月 15日 ( 金 ) まで
対 象 者：どなたでも、何回でも参加できます。　　対象範囲：狛江市全域
参加方法： ① 「こまえ生きもの探検隊　参加のてびき」を右にあるQRコードの「こまえ生きもの探検隊
　　　　　　市ホームページ」から手に入れてください。

② 身近な自然で生きものを探し、見つけた生きものを「報告シート」に記入してください。
③ 市内各所の回収ポストに「報告シート」を提出、または報告フォームでの提出も可能です。
　 「てびき」の配布場所や回収ポスト設置場所等の詳細は市ホームページをご覧ください。

生きもの調べはなぜ大切なの？
①生きものの生態系は気候や周りの生きものの状況により大きく変化します。
②定期的に生きもの調べをすることで、生態系の変化をいち早く察知し、対応を取ることができます。
③生きもの調査でもともと地域に生息していた在来種など、希少な生きものが見つかった場合には、保全に向けて取り組むことができます。
④狛江市にもともと生息していなかった外来種といわれる生きものが見つかった場合、その外来種が在来種に影響を与えると考えられるときは、駆除等を行います。
⑤生きもの調べは生きものを守るための第一歩なのです。
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【問合せ先】
外来種について：環境政策課水と緑の係（03-3430-1298）　
狛江水辺の楽校の活動について：狛江水辺の楽校市民事務局（090-3525-8506）

アレチウリは「日本侵略的外来種ワースト100」に指定されている北アメ
リカ原産のつる植物です。"侵略的"とは、数多い外来種の中でも特に生態系
に悪影響を与えるもので、特定外来生物に指定されています。繁殖力が非
常に強く、他の植物に覆いかぶさることで、日光を遮り、弱らせたり枯ら
せたりします。
多摩川にも多く見られており、狛江水辺の楽校では毎週日曜日（午前10時
～正午）に実施している環境保全活動の中でも“アレチウリ駆除”を行っ
ています。
狛江の自然を守るために活動に参加してみませんか。

アレチウリはもともと人の手によって持ち込まれました。駆除するときはゴメンナサイの気持ちを忘れずに！！

「狛江水辺の楽校」の
アレチウリ駆除活動がはじまります!!

アカミミガメ・アメリカザリガニを
野外に放さないで！

報告フォーム
こまえ生きもの探検隊
市ホームページ

アカミミガメ

在来カメ類の日光浴の場所や食物
を奪ったり、雑食性で水草や様々
な水性生物を捕食するなど、生態
系に大きな影響を与えています。

ミシシッピアカミミガメ、キバラガメ、カンバー
ランドキミミガメの３亜種が対象です。

アメリカザリガニ

水生植物を消失させたり、水生昆
虫の局所的な絶滅を引き起こすな
ど、生態系に大きな影響を与えて
います。

●規制の主な内容について
・規制開始後も、一般家庭でペットとして飼育しているアカミミガメ・ア
メリカザリガニは、これまで通り飼うことができます。申請や許可、届出
等の手続きは不要です。
・アカミミガメ・アメリカザリガニを池や川などの野外に放したり、逃が
したりすることは法律で禁止されます。違反すると罰則・罰金の対象とな
ります。
・飼い続けることができなくなった場合は、友人・知人・個体の新しい飼
い主探しをしている団体等に譲渡してください。

最後まで責任をもって飼育し続けましょう
飼育下では、アカミミガメは約30年、アメリカザリガニは約５年ほど
生きる可能性があります。新たに飼育を考えている方は寿命を迎える
まで本当に飼い続けることができるのか考えることが必要です。

★外来種について★
アレチウリをはじめとする外来生物はもともと人間の手に
よって、持ち込まれたものです。生物多様性を守るため
下記の３つの原則を守りましょう。

1．悪影響を及ぼすかもしれない外来生物をむやみに日本にいれない
2．飼っている外来生物を野外に捨てない
3．すでに野外にいる外来生物を他の地域に持っていかない

外来生物法に基づき条件付特定外来生物に指定
令和５年６月１日から規制スタート
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